






令和6年7月17日実施

令和7年度専攻科入学者選抜学力検査問題

【専門科目】有機化学
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（注 意）

1 問題用紙は指示があるまで開かないこと。

2 問題用紙は1ページから4ページまで， 解答用紙は2枚である。

検査開始の合図のあとで確かめること。

3 答えは， すべて解答用紙の枠内に記入すること。

4 解答用紙の総得点欄および得点欄には記入しないこと。

5 計算用紙は本冊子から切り離さないこと。



□ 以下の問いに答えよ。

(1) 以下の化合物の化合物名（和名（日本名）と英名）を答えよ。

(a） □
° 

（b) (C引紐 （C） 出C-ど\o
OCH3 H 

(2) 以下の組み合わせにおいて、 塩基性のもっとも高い化合物の化合物名と構造をそれぞれ

答えよ。

(a)メチルアミンとトリメチルアミン

(b) エチルアミン、 アセトアミド、 エタノ ール

(c)アニリンとp—ニトロアニリン

(3)酸性条件下、 サリチル酸と[18Q]—エタノ ールの反応式を答えよ。

(4) 塩基性（NaOCH3) 条件下、 2 分子のプロピオン酸メチル（プロパン酸メチル）の反応式を答

えよ。

（令和7年度専攻科【専】有機化学）
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〔計 算 用 紙〕

（令和7年度専攻科【専】有機化学）
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回
(1)から(10)の化合物の構造を答えよ。

_,,,.CH3 
庄C▽c\CH3
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C2店OH, H+ 

出S04

゜
1) S03, H2S04

2) NaOH, 200°
c

2出c-c:,_／ ゚
H 

1) OH-

2)△ (-H20)

NH3 
比c-C ／ ＼ ゜oc2 H5

- 3 -

(1) 

主生成物

+ (2)

副生成物

(3) (4)
主生成物 副生成物

(5) 
1) NaOH

(6) 
2) C2店Br

(7) 
NaBH4 

(8) 

(9) 
LiAlH4 (10) 

（令和7年度専攻科［専】有機化学）



〔計 算 用 紙〕

（令和7年度専攻科【専】有機化学）
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令和 6 年 7 月 17 日実施

令和7年度専攻科入学者選抜学力検査問題

【専門科目】生物化学
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（注 意）

1 問題用紙は指示があるまで開かないこと。

2 問題用紙は1ページから4ページまで， 解答用紙は2枚である。

検査開始の合図のあとで確かめること。

3 答えは， すべて解答用紙の枠内に記入すること。

4 解答用紙の総得点欄および得点欄には記入しないこと。

5 計算用紙は本冊子から切り離さないこと。



□ 次の文章を読み、以下の問いに答えよ。

遺伝子の発現は、aDNAが（①)されRNAがつくられ、RNAが（②)されてタンパク質

が合成されこ松 タンパク質はアミノ酸のa炭素に結合したアミノ基とカルボキシ基がアミド

結合したものが多数つながったもので、 このアミノ酸同士のアミド結合を特に（③)結合と

いう。 タンパク質の主鎖には方向性があり、 アミノ基が存在する側を（④)末端、 カルボキシ

基が存在する側を（⑤) 末端という。 タンパク質は立体構造を形成するが、 アミノ酸配列で

最も基本的な構造を 一次構造と呼ぶ。 ライナス ・ ポーリングがタンパク質の立体構造をX線

結晶構造解析した結果、 二次構造では（⑥)ヘリックスや（⑦)シートがあることを発見し

た。 二次構造をとったポリペプチド鎖はさらに折りたたまれ三次構造を形成する。 生体内で

は複数のタンパク質分子が集合体を形成する四次構造をとり、 個々のタンパク質は（⑧)と

呼ばれる。 タンパク質の代表的な四次構造として、 赤血球に大量に含まれる（⑨)がある。

（⑨)には仙鉄原子を含む低分子有機化合物が結合している。

(1) 空欄①～⑨に当てはまる適切な語句を記せ。 ただし、 ③ ・ ⑧・⑨はカタカナ、 ④・⑤

はアルファベット、 ⑥・⑦はギリシャ文字で答えよ。

(2) 問題文中の下線部 (a) の概念を何というか答えよ。

(3) 問題文中（⑨)の生体内での役割を答えよ。

(4) 問題文中の下線部 (b) を何というか。 カタカナで答えよ。

（令和 7 年度専攻科【専】生物化学）
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〔計 算 用 紙〕

（令和7年度専攻科【専】生物化学）
• 2 •



回次の文章を読み、以下の問いに答えよ。

(a)PCR法は、特定のDNA断片を試験管内で大量に増幅させる技術である。2本鎖DNAは

その鎖がお互いに（①)結合で結ばれている。90℃以上の高温にすると（①)結合が切れ1本

鎖の DNA となる。これを （②) という。次に温度を 55℃~60℃程度に下げることにより、

1本鎖DNAを鋳型として、短いDNA断片である（③)が(b) 相補的に結合する。これを（④）

という。 酵素であるDNA�⑤しがDNAの原料であるdNTPを取り込みながらDNAの鎖

を合成していく。この反応を繰り・返すことで、短時間に大量のDNAを得ることができる。

(1) 空欄①～⑤に当てはまる適切な語句を記せ。ただし、③～⑤はカタカナで答えよ。

(2) 問題文中の下線部 (a) の正式名称を答えよ。

(3) 問題文中の下線部 (b) について、DNAを構成する4種類のヌクレオチドの塩基の略

称をアルファベットで書け。そして、相補的なペアを2つアルファベットで答えよ。

(4) 問題文中の下線部（c) はどのような菌から得られたものか答えよ。

(5) 2020年、世界的パンデミックを起こした新型コロナウイルスの感染検査にPCR法が

使われている。PCR法はDNAを増幅させる方法であるが、新型コロナウイルスは

RNAウイルスである。そのため、RNAからDNAに変換させなければいけない。こ

の時使われる酵素の名称を答えよ。

（令和 7年度専攻科【専】生物化学）
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〔計 算 用 紙〕

（令和7年度専攻科【専】生物化学）
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